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姿勢反射の発達とリズム運動の習熟(27)

まりっき動作の秘密、表・付点八分で『裏」を聞く。

前回は、 1回旋2跳躍 ・なわとび呼気流量、心電のポログラフ。ゴム たる/ひご/の/ひ/で、主核音・

のような足腰での4分の2拍子の習 まり 直径約 17c mo被験者:平均 fラJをさらに強調する関係です.

熟が、/はーあ/い。/にみるよう 的な中学1年 ・男子ω 音声分析ス 戻り時の『裏』は、 いずれも中間音 ・

な「付点音符Jの世界への移行と関 ベクトノレ包絡で音高・パワーを表示。

係していることをお話しました。孜 シグナノレプロセッサ仰EC三栄、

r;l Jで構成されています.

付点八分で 「裏』を聞く 連続し

のような理由が考えられます。 一つ DP-1100)使用 ・ソフト開発。手の動 てまりをつくためには、 2打拍の反

は‘跳蹴動作が歩行の速さに収東さ き 上下変位をポテンションメータ 復=4突き、即ち、 2小節分の安定

れるので、 音価 ・四分音符が強めら (共和電業、 DTP-2岨S)で記録. が震要です.4突きの内容で持続が

れるということ.他は、 4分の2拍

子の反復それ自体が、りズム同期の

基本単位となるということ.即ち、

2-1、節=r 4足拍』でのまとまりで

す.これらは、歩行運動に起因する

ものですが、伸展性動作に導入する

ことにより 、足腰で記憶されるとい

『拍節』の 『表』と『裏」 音声 決主る左いうことです.まりっき時

信号に対応して4分の2拍子 ・小節 の『表」の音価が I付点八分」で、

線を描出.例/あんた・がた/ど 戻り時の『裏Iが r16分音符J.こ

こ・さ。/。各拍節とも、下線部が の関係が、戻り を予想したまり っき

『表J、他が「裏J.まりっき時が を保障しています。 r前向き制御』

『表Jで、戻り時が「裏』の関係. が実現されています r表 ・《付点

「核音J+ r付点J 拍節の 「表」 八分》で 《裏》を聞くJとしました。

うことでしょう。今回は、こうした に特徴がみごとに集約。この歌の音 ゆっ 〈りした『足拍」 ー本事例は

子どもたちの手におけるまりっき動 階は「ミJと「ラJの4度で、その 毎分 92回の速さ。だらだらでなく、

作、 「付点八分」 ・調節の意義につ 上に fシ』を付加した典型的な日本 これを持続することは結構、困灘.

いてお話したいと恩います.

スベヲトル採指図の開発 図は、

「あんたがたどこさJを歌いながら

まりをついたときの手の位相、音声、

の民揺音階。まりっき時の音の高さ 歩行でもその安定は、 1回旋2眺雌

は、この音階の「核音」、 主厳音 ・ なわとびの持続と対応しています.

fラJi:下被昔 ・「ミJ.付加音 ・ 「裏」の予期にはこうした足腰が問

Iシj でつく箇所は、歌の山場にあ われます. (北海道教育大学教授)
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1.緒 言

n.目 的

m.方法

N.結果と考察

a -1. I通りゃんせ」にみることばの拍節 r音節量」の存在形態

a-2. r通りゃんせ」にみる「重音節量」の起源

b-l.呼気残気量曲線にみるフレーズごと呼気調音の持続

b-2. フレーズごと「音節量」の配分: (前拍と後拍〉及び 〈拍の表と裏〉

b-3. I重音節量」の内部構造(1):調音時間と呼気量配分

b-4. r重音節量」の内部構造(2):アクセント成分と連文節・拍節リズム

c -1. I重音節量」 を媒介とした位相周期 :足拍位相は拍節リズムの小節線

c -2. r核音」の安定と「中関音」の利用:転テトラコルドの方法

c -3.第3足拍時・「核音」配置による 「重音節量」構造の効果的利用

c-4.旋律生成における「付属語」の役割:連続感，段落感，終止感の生成

d. r足拍重音節量」の原理と相互引き込み:左右足拍サイクル内パターン

V.まとめ

文献

1.緒雷

本稿(1)では，わらべうた歌唱時の音高・音長調節の実際に関する音響学的表記法の開発を目的として，

高速フーリエ変換により得られた音声信号の周波数成分(ピッチとパワー)を連続表記するとともに，音声，

呼吸，心拍，動作等の生体情報の位相連関を対応表記できる方法を検討した.とくに採譜イメージを容易に

するため包絡曲線を立位傾斜させ rスペクトル採譜図」として開発できたことは，従来のソノグラフやピッ

チ曲線よりも実際の音調生成に近い形で周波数成分の視覚的把握を可能にさせた.本稿(2)では，この採譜

図の優位性を活かし，歌い手における「核音」歌唱時の音声スペクトルに注目し，スペクトル包絡のパルス

列持続の様態を検討した.とくにスペクトル包絡を基本周波数のパルス列採譜 (F0) として五線譜的に表

示できたことは，音高，音長，抑揚などの旋律生成における「核音」持続の役割について具体的に検討する

ことを可能にさせた.また r核音」持続の長短がどのように規定されているか，呼気量調節における「内

的尺度」としての側面をもっ「足拍位相」の存在，即ち「足拍 2音」の原理の存在を示唆した.
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藤井力夫

今回，本稿(3)では，この「足拍 2音」の原理の存在をめぐって r足拍位相」に同期した最適な音節量と

しての「重音節量」の存在と，この「重音節量」における韻律構造の利用による旋律生成，とくに連文節の

旋律生成への効果について r通りゃんせ」を例に基本的なところをいくつか検討したい.

当初 r足拍2音」ということで r2音基調J(金田一 1989)や r2モーラ音韻単位 (BimoraicFoot)論」

(Poser 1990. Mester 1990)といったより一般的な概念で説明しようと試みた.これらは，詩歌の韻律を「拍

節」として区分けするには好都合であるが r2音」としての形式に引きずられ，呼気運動としての「音節量」

の内的な構造までは分析対象たりえなかった r2音」の形式ではなく r拍節」を構成する韻律単位として

の「音節量」の仕組み，これ自体が分析されねばならない.本稿では r音節量」に分析概念の転換を試みた.

後述するように r2音」の呼気運動の連続は，韻律単位として「重音節量」の概念が相当する.わらべうた

の旋律生成における「重音節量」の存在と利用.これが本研究の主題である.

本論に入る前に，先行研究とのかかわりでこれらのことを整理，確認しておきた川.

1).韻律の基本単位としての「音節量J 例えば「ニッポンJ. 服部 (1951)は， IniQ幽poNIの r2音

節J (Q :促音， N 援音)と， Ini-Q-po・NIの r4モーラ」を使い分けた.これに対し金田一 (1967)は，

服部のいう「モーラ」を「拍」と呼び， Ini-Q-p州 /の r4拍」だけで r音節」という用語は使わなくてよ

いとした.仮名 1文字相当を「拍」と呼ぶ日本語の利点を主張したのであった.確かに「拍」は仮名文字対

応で音韻単位として便利であるが，実際の発音は一回り大きな単位 r韻律」でなされているのである.韻

律を r2音節」とすると固定的になってしまうが，呼気運動の連続としての「音節量」を基本単位とすると

普遍的な理解に道を開く.この例では，IniQ/， IpoNIのそれぞ、れが「音節量」と仮定できる.

2). r重音節量」概念の導入: 呼気連続としての「音節量」には，ICVI (軽音節， C 子音， V 母音)， 

ICVVIないしICVCI(重音節)， ICVVCI (超重音節)の 3種類がある.窪園 (1993)は，このうち最も基

本的で普遍的な単位を「重音節」だと仮定する r軽音節」は反復したり，長音化して音節量を大きくとろ

うとする(例:手のこと，Iテ/→/テテ1，Iテー1). r超重音節」はアクセント核の移動で 2音節化したりし

て，音節量を軽くしようとする傾向がある(例:Iワイン/→/ワ・イン1).ICVCVIでも余裕のない軽音節

の連続ではなく ，ICVVIないしICVCIといった少し身軽な「重音節量」を韻律単位の基本とすることにより，

いろんな変化に対応できる内的条件を確保していると言えよう.

3). r音歩」と「足運びJ 比較音楽学では「人は足で歌い，手で聞く J (C.ザックス著，野村，岸

辺訳， 1968)という r音歩 (meter.foot) J は足拍子で，左右ないし右左の 2歩，あるいは左右左などの 3

歩の占める時間的単位のこと.小節に相当.強弱，弱強，強弱弱，あるいは長短，短長，長短短などを基本

リズムとする.ところが，日本語による伝統音楽は，これら強弱ないし長短パターンには収まらない.漢字

1字を韻律とする仏教・「声明」の歴史を背景に「拍節」を生成，これが「前拍」と「後拍」のまとまりを

作り，かつ拍に「表」と「裏」を対応させ，さらには「前拍」の「裏」に「タメ」を入れたりするなどの変

化を可能にさせるような歩を展開したのであった(間宮 1990).これには，前進，後退，方向転換など，

農作業，所作，舞踏をはじめとする日本的な足運びが関係しているものと考えられる(吉川 1989，藤田

1989). 

4). r足拍重音節量」の原理: 強弱イメージの強い「音歩」ではなく，前拍，後拍に対応するものとし

て「足拍」ということばを用意した.わらべうた歌唱時の「核音」パルス列の持続の検討から，この原理を

仮定した.強弱ではなく，核音の高きを持続するにあたっての内的尺度としての足拍.及び，左右の足の接

床に同期した韻律単位としての「重音節量」の存在.これを「足拍重音節量」と呼ぶことにした.この原理

を媒介とするとき，わらべうたの旋律生成の諸相を理解できるのではないか.この原理を媒介させて，呼吸，

発声，動作等，生体の各位相を検討していきたい.

76 



わらべうたに潜むもの(3)

n.目的

わらべうた歌唱において r重音節量」はどのように存在し，旋律生成にどのように効果しているか.誰

でも知っていて，かつことばの韻律のしゃれた「通りゃんせ」を対象として r足拍重音節量」の原理を媒

介とした旋律生成の実際について検討することを目的とする.

m.方法

被験者，記録解析システムについては，本稿(1)で既述した.対象曲は r通りゃんせJ. 歩行動作をとも

なう「劇的あそび」のわらべうた(藤田 1965) として誰もが知っているのみならず，対象としたわらべう

たのなかでも，ことばの面，音階の面で少ししゃれた感じになっていることによる.，歩行動作の「足拍」位 ー

相とともに，韻律単位としての「重音節量J (CVC， CVV)の問題を検討するのに好都合だからである.実

験では，フォースプレート上を足踏みしながら歌ってもらった.他に歌唱だけのものを試行した.被験者は，

すでに既述した三人.ごく普通の中学 1年男子生徒， A (T.K. m.13 yrs old) .付属障害児学級に在籍する

軽度精神発達遅滞の中学 1年生， B (T.H. m. 13 yrs old). そして教育系大学で声楽を専攻する男子学生，

C (T.I. m. 21 yrs old) .ここでは本稿(1)の「ひらいたひらいた」で分析した中学 1年生のA君を対象とし

て分析したい.

楽譜をみせなくても，伴奏がなくてもどのように歌うか.歌調のみB4サイズの紙に縦書きにして被験者

に提示，試行した.

サンプリングタイム500μsecで音声，心電，筋電等の信号をディジタル記録(システム図，本稿(1)).解

析にはシグナルプロセッサ(日本電気三栄 DP-1200)を使用.音声信号はサンプル数64ポイントごと高速

フーリエ変換 (FFT) し，音声スベクトルのパルス列とパワーを包絡曲線として連続表記するとともに，

基本周波数 (F0)のパル系列を五線譜的に採譜する方式を開発した.第 1フォルマント (F1)でなく基本

周波数成分 (F0)を対象としたのは，声帯レベルでの音調に重点を置いたからである.

なお，歩行動作は，左右前腔骨筋に対する表面電極からの筋電図(ディスポーサプル電極・日本電気三栄

45250，多用途テレメ}タ・日本電気三栄 511X)とともにフオ}スプレート上の荷重変動・垂直成分(共

和電業 LUB-50KB 4Ch，動ひずみアンプ・共和電業 DPM・6H)を記録した.Fig 1は，フォースプレー

ト上での足踏み動作の荷重変動の垂直成分と，左右足販の接床・離床を同時記録したものである.実験では，

荷重変動の垂直成分の記録だけであるが，荷 -

重変動パターンと左右足販の接床・離床時点

がみごとに対応している.解析は，サンプリ

ングタイム500μsecのデーター5000点ごと，

解像度1000ポイントのシグナルプロセッサ専

用ディスプレーに表示，解読する方法で実施

した.それゆえ誤差タイムが生じるとしても

画面 1ポイントに付き 2，5msecのオーダー

で，信頼し得るものである.

FORCE 
PLATE，…… 

13 

「一十一一寸 t 一一十「 E二二コ
14 15 16 17 皿E

Fig 1 フォースプレート荷重変動と

歩行動作・左右足蹴接床
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夫

Table 1 r通りゃんせ」にみることばの拍節と

「重音節量J (CVV， CVC)の存在形態

カ井藤

結果と考察N. 

「通りゃんせ」にみることばa-1. 

/ O RYA~ /SE~ /RYA~ . SE~ / TO~ 1) /TO~ 「音節量」の存在形態

「通りゃんせ」は江戸時代から広

の拍節:

/ O -阿IC旧/JYA~ . KOHA /DO~ ・ KONO /HOSO 2) /KO~ 
く全国に普及した遊戯うた.鬼と対

/ O . JI~ /0 SA. MANO /HOSO . MICH!/ JYA~ . 3) /Td 置して親と子どもが向かい合ってや

りとりする遊び.歌問答のなかにお

もしろさがある.町田と浅野 (1962)

によれば，江戸時代，箱根の関所の

/ O . SHITE/KUDA . SYA~ /SE~ / TO~ 4) /CHI ・ho

/ O MONO /TO~ . SYASE/刷/NAl 5) /附0 ・ ~NO

/ O . WAI /NI~ 6) /KONO . KONO /NANA ・T川 0/0I 

/ O RI刷 /SU~. DAWO /0 SA . MENI /MAl 7) /0 FU 

. RIHA /KOWA . I 0/ KIHA /叫.YOI /KAf 8) /0  1 

通行は厳重を極め，手形のないもの

は絶対に通さず，何か特殊な事情

(たとえば親の重病，主人の危篤な

ど)の場合，関所に哀訴して通して

しかし，その帰りには絶

対に許きれなかったことを歌ったも

もらった.
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現在，歌われている「通りゃんせ」

は，大正10年，本居長世が編曲した

もの.本居自身は「江戸時代の童謡

の旋律をそのままに伴奏を付した」

「かごめかごめ」等にみる拍節ごと

音節量の種類(単位:%) 
Table 2 

もともと高い音域だ

けで歌われていた旋律に対し 4度低

い部分を作ったり，最終フレ}ズに

2種類の中間音を並べて使ったりし

としているが，

通りゃんせ

(68拍節)

花ーもんめ

( 1 6拍節)

開いた開いた

(36拍節)

かごめかごめ

C42拍節)

51% 
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1 0 

1 5 

3 2 

1 6 

44% 

13 

1 3 

6 

1 3 

44 
1 3 

86% 

6 1 

8 

3 

1 4 

1 4 

O 

86% 

7 6 

5 

2 

2 

1 4 

O 

重音節

CVR 

CVN 

CVQ 

CVJ 

軽音節の反復

その他

て，音楽的にゆたかにしたとされる

(小泉 1969).本実験でも，

指示しなかったが，被験者はいずれ

も本居の編曲で歌っている.文語調

でかつ音便化されたことばが，拍節

とくに

リズムに乗ってとても自然で，

方が快いことによるものと判断され

その

)内:歌詞のある拍節総数、休符の拍節は除く。

1は r通りゃんせ」の歌調を拍節ごとローマ字表記した.0印は休符. Rは長音(引く音)， 

は援音(はねる音)， Qは促音(つまる音)， 1. U . Eは連母音の第 2要素(以下Jで表記).これらを含

む拍節には下線をヲlいた.いずれも/CVV/か/CVC/の「重音節」の構造で，第 2要素の/V/や/C/は単独で

N 

注)、

る.

Table 

は「音節」をもち得ず特殊モ}ラ(拍)と呼ばれる.

各フレーズ 8拍節で，うたのある拍節は68拍節，休符は 8拍節 r音節量」の種類は，特殊モーラを含む「重

音節」がもっとも多く， 35拍節で歌調・拍節中の51.4%.以下 r軽音節」の連続， 23拍節 (32.35%)，そ

の他「長音」の延長拍節など11拍節 (16.17%) と続く.また，名詞や動調などの「自立語」でない，助詞
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わらべうたに潜むもの(3)

や助動詞の「付属語」及び接頭語，接尾語を強調文字で記した.これらは計27拍節で， 40%に相当する.と

くに「軽音節」の連続・ ICVCVI拍節のなかでは65%を占める r付属語」も特殊モーラと同様，アクセン

ト核にはなりにくい.韻律単位としての旋律生成の基本がこれら「重音節」と「付属語」に内在しているよ

うに思われる.

a -2. r通りゃんせ」にみる「重音節量」の起源

「通りゃんせ」とともに「かごめかごめJ，rひらいたひらいたJ，r花ーもんめ」における「音節量」の種

類と割合を， Table 2で一覧にした.拍節リズムが単純なほど，重音節量の割合が高いように思われる.'

アウフタクトで歌われたりする「花ーもんめ」が44%なのに対して rかごめかごめJ，rひらいたひらいた」

では，ともに86%である.まず r通りゃんせ」で歌われる代表的な「重音節量」を例に，その作られ方・

起源について確認しておこう.

a). /C V N/ (N= 7， 10.3%) rとおー.りゃん.せJ ; ITOO. RAMU. SEIがITOO.RYAN. SE/. 

「とおらJ (自動調未然形) + rむJ (助動調「む」意志・終止形) + rせJ (助動調「す」尊敬・命令形)

rとおりなさいJ.IRAMUIがIRAN/.母音の脱落による発音の簡便化.援音便化してICVCVIが/CVCI

の重音節になった.このことにより ITOIは長音化し，重音節で，引く音101を2倍にも 3倍にも自由に伸

ばすことを可能にさせたと言えよう rくだ.しゃん.せJ 同じく IKUDA.SAMU. SEIがIKUDA.

SYAN. SE/. IMUIがIN/.母音が脱落して音便化(接音便). 

b). /C  V Q/ (N= 1， 1.47%) rちっとJ ; ICYOITOIがICYOTTOIとなりICHITTOI.二重

母音・ IOIIの第2要素・母音111が脱落.促音便.ICV. VIが重音節・ ICVQIとなる.

c). /C  V J / (N= 10， 14.7%) rまいりますJ ; IMAWI (ゐ)RIMASUIがIMAIRIMASU/.

IWIIの子音IWIが脱落.イ音便.ICVCVIが

ICVVIの重音節となる.

d). /CVR/ (N=17， 25%) rとお.

[Ii飢KI0] 
Vital Capacity = 24∞凶

1∞g 

80 

~中
代刈ト¥、J、

。九

w F P ト¥
N 

ド、

ω 

40 

りゃん」や「こ.こは」など ;IRYANIは援音便，

IKOHAIは係り助調「は」と結びついて拍節を

形成するとき，軽音節化したITOIやIKOIは長

音化し，重音節・ ICVRIで前の拍節を作る.

その他， /CVCV/ (N=22， 32.35%).軽音節

の反復ないし連続.うち68%は，アクセント核を

持ちにくい「付属語」を拍の裏に結合.他に

IVCV/ (N= 2， 3%)， /RR/ (N= 2， 3%). 

軽音節は/休CVIないし/CV休/(N = 5， 7 . 3 %) . 

V¥辺¥Ui'1' 

20 
rIO 

。。 10 20 30 

Fig 2 歌唱時呼残気量曲線

(r通りゃんせJ，A. m. 13yrs old) 

b-l，呼気残気量曲線にみるフレーズごと呼気閤音の持続

SEC 

Fig 2は， A君の「通りゃんせ」歌唱時の呼気残気量曲線.計測システムは本稿(1)で既述.熱線流量計

(ミナト医科学， RF-L)を用いた.気流抵抗， 1 cmH201 R， Isec，測定範囲 17ml-3300ml/sec，応答速度

10msec以下.マスクは，通常のゴム製マスクより違和感の少ない顎の動きのより自由なシリコン製のルド

ルフマスク(ミナト医科学， AMA284)を使用した.

40%肺活量の考え方については本稿(1)で記述した.呼気の過程で小さくなろうとする肺と大きくなろう

とする胸郭.両者の力の平衡状態のところがあり，自然に吸気へと戻ろうとする点.個人差はあるがその時
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わらべうたに潜むもの(3)

の残気量が肺活量の40%あたりとされる.日常会話では50%肺活量から40%肺活量前後で呼気されるという.

本事例は，別に実施した最大努力換気量検査が2400mlで，歌い始めの残気量を55%肺活量として描出させた.

各フレーズの呼気量の平均は， 351ml (:t 147).最初のフレーズ 1が最大で， 534ml.最小は転調して歌う

フレーズ 4で， 246ml.音程を下げて歌うことが呼気量に影響したのであろう.吸気量の平均は， 501ml (土

189) .最高がフレーズ 5の後，フレーズ 6 rこの子の七つのお祝いに・・・」の前で， 617ml.この曲最大

の山場，関所を通してほしい理由の説明の前のところで吸気量が最大となっている.問答歌で，次への準備

が自然と吸気流速を速くしてしまう.それゆえ吸気量の方が多く，フレーズ 9・10の歌い出しには， 80%肺

活量まで上昇している.

フレーズごとの平均的な呼気調節を表現すれば，次のようになる.拍節ごとの呼気音節量は， 50mlで，

1フレーズの呼気総量は，350ml.休符時には呼気時の流速の約10倍で， 500mlを吸気，次のフレーズへと

移る.

b-2. フレーズごと「音節量」の配分 (前拍と後拍〉及び 〈拍の表と裏〉

Fig 3は，後拍のことばの呼気調音開始時を基準に前拍，後拍それぞれの呼気調音時間主呼気流率を図

示した.強弱，長短リズムで収まりきらない，拍節リズムの構造理解に接近する一つの方法として工夫した.

時間尺度は，後拍調音開始を Omsecとして対称尺度とした.実際の音節量C!CV.CI， ICV. V 1， ICV. CV 1) 

に対する立ち上がり，区切り，段落等の時点の判断は，シグナルプロセッサ(日本電気三栄， DP~1200) に

よる三つの処理波形(呼気流速，音声波形，パワースベクトル)の連続表記から，各音素の特徴を考慮し，

抽出した.呼気流率は，各調音の呼気量を 1秒率換算して表示した.吸気については流率過量のため波線で

図示した.また，この歌の開始・第 1フレーズ第 1小節のITOー/のみ，前・後拍連続した調音で， 調音

時間の中聞を基準として表記した.各フレーズ 4小節で， 8拍節の構成.前拍と後拍のそれぞれにさらに「拍

の表」と「拍の裏」の存在を読み取れる.連文節としては，図中，上から二つの小節(前4拍節)の前動機

と，下の二つの小節(後4拍節)の後動機の二つのまとまりに分けることができる.まず，つまったり(促

音)，はねたり(援音)，引いたり(長音)して拍の裏や表をつくり r音節量」を構成する.この「音節量」

の内部構造が，韻律として前後の拍節に影響し，連文節としての旋律を形成する.こうして前・後動機， 二

つの連文節で一つのフレーズを形成する.以下，その様態を検討しよう.

b-3. r重音節量」の内部構造(1):閤音時間と呼気量配分

「音節量」の内部構造にどのような特徴を見いだすことができるのか r通りゃんせ」の拍節を構成する「音

節量」をタイプ別に集計した (Table3). まず，音節量における調音時間と呼気量配分の内部構造が問題

となる.

a). /C  V N/  : 音節時間=447msec，音節量=51ml.時間配分にはほとんど差がない C!CV/=

228msec， INI = 218msec) .音節量配分で， 59: 41の割合C!CV1=30ml， IN/= 21m!). 

b). /C  V J/: 音節時間=444msec，音節量=52ml.時間配分は，ICV I : IJI = 244msec : 200msec 

で，第 1要素が少し強調される.音節量配分は，前者とほぼ同じ， 58: 42 C!CV 1= 30ml， /NI = 22m!). 

c). /C  V R/: 音節時間=464msec，音節量=51ml.長音化で，他の重音節より， 20mseclまど音節

時間が長いのが特徴 r重音節量」としての共通点は，音節時聞が， 440msec前後，音節量=51ml，音節量

配分が， 60: 40というのが基本ということになる.

d). /CVCV/: 音節時間=434msec，音節量=45mlで少しすくなめ.時間配分，音節量配分とも，

46: 54で，第 2要素，拍節の裏が強調されている.音節時間は短めなので，第 1要素の弱化による強調 r付

釦1



属語」の配置が関係しているものと

判断される.その構成比は rは」

(59.69)， r~こ J (56.89)， rをJ(54.83)，

「のJ (52.27) の順である.

e). /休みcv/: アウフタ

クト.ただし，西洋音楽と意味が同

じではない.前拍の裏に軽音節.

/SA/MANO/， /I1KI HA/， /KO/ 

WAIIの三つ.後ろの 2字を拍節と

してまとめたことによる.時間は重

音節量の約半分， 215msec，音節量

は重音節量の/CV/に相当， 32m!.

重音節:440 msec， 51m!. 軽音

節の連続:434msec， 45ml.軽音節

: 215msec， 32m!. r重音節量」を

基本として長音化や軽音節の連続，

ないし拍の裏に軽音節を置く.こう

した方法で音節量を調節していると

言えよう.

b -4. r重音節量」の内部構造(2): 

アクセント成分と連文節・拍節リ

ズム

各フレーズは二つの連文節(前後

の「動機」に相当，各4拍節)から

構成されている.連文節としての旋

律生成は，それを構成する「重音節

量」内部の高低変化に規定されてい

る.とくにそれによるアクセント成

分の強調が連文節生成に効果するも

のと思われる.どのように効果して

いるか.アクセント成分を反映させ

るため音節量内のストレス配分を呼

気流率の相対比に換算して検討した

(Table 4). 重音節量内の/CV/の

呼気流率(1秒あたり呼気流量)を

100にしたときの比率である.

a). / T 00. R Y A N / S E -. 

o/ (第 1フレ}ズ・後動機)

前小節・後拍に/R￥AN/.この重
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Table 3 調音時間と呼気量配分からみた

「音節量」の内部構造

第 1要素 第 2要素 音節量

CVN 呼気量(ml) 30.1(10.7) 20.9( 7.1) 51.1( 16.2) 
(N= 7) 時間(msec) 228.5(57.9) 218，5(64.5) 447.1(102.3) 

CVJ 呼気量(ml) 30.4(11.2) 22.0( 3.5) 52.4( 9.1) 
(N= 8) 時間(msec) 243.7(73.5) 200.6(46.1) 444.3( 39.8) 

CVR 呼気量(ml) 51.0 (15.1) 
(N=16) 時間(msec) 464.0 (62.9) 

CVCV呼気量(ml) 20.8( 6.1) 24.1( 6.7) 44.9( 10.6) 
(N=22) 時間(msec) 2Q3.9(43.5) 229.0(35.1) 434.0( 40.8) 

休 .CV呼気量(ml) 32.8 (19.2) 

(N= 3) 時間(msec) 215.0 (50.7) 

注 N:燈音、 J 連母音第 2要素、 R:畏音、 CV:軽音節。

単位は mlと msec、 ( )内はそれぞれの標準偏差。
、、
c 

Table 4 r重音節量」の内部構造と連文節・

拍節リズムの生成

a )、 /CVN/=/RYAN/

第 1フレーズ ・後動機

時間(100=450msec) 
呼気量(100=59.26ml) 
呼気流率(100=9ml/sec) 

108.9 
126.5 
102.。

61.1 38.8 (17.7) 1 108.9 
69.6 30.4 (6.0) 1 113.1 
100.0 68.5 (29.3) 1 92.0 

TOO R Y A N 戸』cd 

j主) 時間、呼気量とも、重音節量/CVN/を100 、呼気流率は、董音節量の内の

/CV/を100とした数値。( )内は呼気段落。

b)、/CVN/=/SYAN/
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i主) 時間、呼気量とも、重音節量/CVN/を100、 呼気流率i立、重音節量の内の

/CV/を100とした数値。( )内は呼気段落。

c)、/cva/=/CHITTO/

第4フレーズ・前動機 TO- . SHI TE CHI.T TO 

時間(100=550msec) 1100.0 29.1 32.7(11.8) 167.3(13.6) 23.6(13.6) 32.7 
呼気量(100=58.37ml) 1100.0 -0.5 26.3(-0.2) 1 63.7( 8.2) 13.1{司0.2) 33.4 
呼気流率(100=6.36ml/sec)1100.0 -1.7 80.6(ー1.7)194.8(60.5) 55.6(ー1.8) 102.2 

注) 時間、呼気量、呼気流率とも、重音節量/cva/の内、 /CV/が長音化してい

るためこれを 100とした数値。( )内は呼気段落。

d)、/CVJ/=/WAI/

第 9フレーズ・前動機 - KO. WA I NA GA. RA MO 

時 間(1∞=405msec) 64.1 49.4 50.6 48.1 59.2 39.5 56.7 
呼気量(100=59.99ml) 91.1 60.7 39.2 37.2 39.9 24.6 43.4 
呼気流率(100=10.9ml /sec) 115.7 100.0 63.2 63.1 55.0 50.8 62.2 

注) 時間、呼気量とも、重音節量/CVJ/を100、 呼気流率は、重音節量の内の

/CV/を100とした数値。



わらべうたに潜むもの(3)

音節 (CVN)の音節量配分 (70: 30)が，前後の拍節を長音化 (CVR) させ，バランスを作っている.

/RYAN/の/RYA/を呼気流率=100としたときの連文節呼気流率比は， 102: (100: 68) :92となる./RYA/ 

がアクセント成分として機能.主核音 (TOO)から下核音 (SE)への終止感・段落感づくりに効果してい

る.

b). /KUDA. SYAN/SE-.!f})/ (第4フレーズ・後動機 同じ援音の重音節， /SYAN/. 

音節量配分は， 65: 35.前の拍節が軽音節の連続で， /SYAN/の前に呼気段落=49msec(時間比13.6).前

拍の裏/DA/のアクセント成分に効果.連文節時間比は， (37: 60): (59 : 41) : 107.連文節呼気流率比は， (83 

: 78): (100: 76) : 70.下中間音 (KU) ・下核音 (DA)から同じ下核音 (SE)で終止するために， 一旦，

下付加音に下がり，かつそれを強調することは必要な手順と判断される.

c). /CHI. TTO/TO-. SHITE/(第 4フレーズ・前動機 /CHITTO/.促音の重音

節/CVQ/の内， /CHI/が長音化し，超音節になるが， 二つの拍節に配分.再度の重音節化により /CHI.

TTO/となったと考えるのが自然である./CHVを100として連文節時間比は， 100:、(29: 33) : 67: (24 

: 33)で，促音の無声部分は29.連文節呼気流率比は， 100: (0: 80) : 95: (55: 102).無声部分が後拍・

表に延ばされたことより，主核音 (TO-)のアクセント成分が強調され，連続感へと繋げている.

d). /!f}) KO. W A  I/NAGA. RAMO/ (第 9フレーズ・前動機 連母音の重音節.

/WAI/が切り離せないで， /KO/が前に出たもの(アウフタクト).この後，軽音節の連続が前・後拍に続く.

連文節時間比は， 64: (49: 51): (48: 59): (40: 57). /W A/を100としたときの連文節呼気流率比は， 116 

(100 : 63): (63: 55): (50: 62). アクセント成分は/WA/に置かれているにもかかわらず，音高は主核

音 (WA)から下中間音(1)へと上げている.このことがその後の軽音節の連続をいっそう効果あるもの

にしている.

c -1. r重音節量」を媒介とした位相同期:足拍位相は拍節リズムの小節線

「重音節量」という少し自由度のある呼気音節量を媒介にして動作のリズムと歌唱のリズムが相互作用し

ている.そう仮説してよいのではないか.Fig4は，動作位相と歌唱の位相の関係をフレーズごとグラフイツ

クに図示できるよう工夫した (r足拍位相・スペクトル採譜図」と名付けたい).本稿(1)(2)で開発したスペ

クトル採譜図に対し次の諸点から改良を加えた.

a). 音節量: 音声のアナログ波形 (3ch) と，呼気流速を 1秒当たりの呼気流率に換算 (2ch) して

描かせた r音節量」としての立ち上がり，区切り，呼気段落を把握するのに好都合である.そしてこれら

の下に歌詞を記入 (4ch)，アクセシト核も明記するようにした.

b).足拍位相: 方法で既述したように足踏み動作の垂直成分の荷重変動パターン及び左右前腔骨筋の

筋放電から左右の足蹴接床パターンを実線で描出させた (5，6 ch). この事例では，左足接床で歌い始め

ているので，左足接床時点を起点に縦線を引いた.この縦線は，歌唱の前・後拍の拍節リズムに対応して，

小節線としての機能を果たす.足拍と歌唱の揺らぎを観察するのに最適である.

c).歌唱の位相: スペクトル包絡のパルス列とパワーを声帯音源の基本周波数 (F0)の帯域で表示さ

せた(スペクトル採譜図，本稿(1)(2)で開発).五線譜としての視察を可能にするため，五線に該当する周

波数位置(164Hzから329Hz)に実線を引いた.歌われた音節量の音高(ピッチ)と音長(パルス列の持続)

及びパワー(密度)が一目で把握できる.これを参考に上段に楽譜化した.

d). 心拍変動: 拍動から拍動までの R-R間隔を算出，かっ全体の平均値からのずれを換算+印で

プロットさせた(1ch).拍動時の時間座標で， R-R間隔の平均からの差がゆったりした場合は上方向に，

短くなった場合は下方向にプロットされる.
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4虫記

Fig 4-1 

「核音」の安定と「中間音」の利用:転テトラコルドの方法

わらべうたは 4度離れた音階と中間のある高さの音を使って歌われる. 4度の関係(テトラコルド)に

ある音を「核音」としてしっかり安定して歌えることが大事で，その場合には音声スペクトル包絡の「核音」

c -2. 

D3 (レ)がそれであこの歌い方ではE2 (ミ)， A2 (ラ)， 

これら「核音」をどのように利用できているか.

パルス列の持続として表現される(本稿(2)). 

る.本事例のAくん (m，13yrs old)は， 曲の流れの 3つ

に沿って検討したい.

Fig 5は，実際に歌われた音の高さと密度をパワースペクトルとして表示した.Fig 4のスペクトル採

譜図のパルス列の持続の特徴を任意の範囲内で抽出，露呈させたことになる. a)はフレ}ズ 1から 3，b) 

c)はフレーズ 8から10までのパワースペクトル.横軸は周波数を対数変換し，基本

周波数の帯域を見やすくした. C2 (ド)， E2 (ミ)， G2 (ソ)， B2 (シ)， D3 (レ)， F 3 (ファ)と五親譜

に対応してそれぞれの周波数のところに破線を引いた.縦軸はスペクトル密度でパワーをdB換算(相対値)
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4虫記3 

Fig 4・2

。

Fig 5・a)，フレーズ1から 3: 民謡のテトラコルドと都節のテトラコルドがコンジヤンクト. 下核音

E2 (ミ)一中間音G2(ソ)一主核音A2(ラ) (下から長2度，短3度の関係にある民謡の音階). 主核音

A2 (ラ)ー中間音変B2 (変シ)一上核音D3(レ) (それぞれ長3度，短2度の関係にある都節の音階). 

主核音を共有してコンジヤンクト.

パワースペクトルの実際: 主核音はA2の高きで，パワ}・ 70dB程度でしっかり位置.上の核音 D3，

パワー最大で， 80dB.下の核音 E2'パワー・ 57dB程度.中間音も下がG2，上が変B2のあたり.ごく自

然にこうした傾向を示しているわけで，見事と言う外ない.

下のテトラコルドが中間音を G2 (ソ)から F2 (ファ)に移動し，民
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フレーズ4から 7: 

謡から都節の音階に転調(=転テトラコルド):核音はすべて同前.上下とも都節のテトラコルド.

f パワースベクトルの実際: 主核音=A2'下核音=E2'両核音・安定.上核音はD;3(レ)より少し下

に引き寄せられている.上中間音は，変B2'下中間音はG2から F2に移動.同じ都節の音階だが， フレー

Fig 5・b)， 
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ズ4，5， 7と下のテトラコルドで歌い，最大の山場・フレーズ 6では，上のテトラコルドで歌うという使

い分けをしている r核音」となる音の発声(パルス列)が安定しているからこそ可能になると言えよう.

Fig 5・c)，フレーズ8から10: 下のテトラコルドに，中間音が2種類. G2 (ソ)と F2 (フア).民謡

と都節のテトラコルドが共生.上はこれまでと同じ，都節のテトラコルド.

パワースベクトルの実際: 主核音=A2， 60から70dB程度をしっかり保持.上核音=D3に戻り， 70dB. 

下核音=E2， 60dB. 3つの中間音 (F2， G2，変B2)，1つの付加音 (D2)をそれぞれみごとに調音して

いる.

-c -3.第3足拍時・「核音」配置による「重音節量」構造の効果的利用

「核音」の位置に注目して， Fig 4の「足拍位相・スペクトル採譜図」を見ていただきたい.各フレー

ズの山場とみなされるところにはいずれも核音が配置されている.ゆったりした流れのフレーズ成分と急速

に上下するアクセント成分，これらの合成に「核音」配置が効果しているように思われる.前者は，前・後

の二つの連文節(動機)の組み合わせであり，後者は r重音節量」の内部構造によることばのアクセント

である r通りゃんせ」では，このこつの成分をうまく重なるよう工夫されている.各フレーズの前動機・

後小節・前拍に必ず「核音」が配置されているのである.これは足拍位相で第 3足拍に相当する.この事例

では 2サイクル目の左足着床時である.そのため歌い始めは「中間音」で，歌い終わりが「主核音」ないし

「下核音」が用意されている.リフレインの明確な第 9フレーズを除いてそうである.

では，どのようにして第 3足拍に「核音」配置が可能となっているのか r重音節量」の内部構造との関

連で検討したい.Table 5に，第 3足拍時の「音節量」を一覧にした.

a) .フレーズ1から 3: フレーズ 1 主核音ではじまり， /RYA'N (主核音).se一(中間音)/ (ゴシッ

ク体は第 3足拍時調音を示す)へと続く.フレーズ 2 上中間音ではじまり， /00'-(上核音).ko (中間

音)no (主核音)/.フレーズ 3:同じく上中間音ではじまり， /ーSA'(上核音).ma (中間音)no (主核

音)/.第 2フレーズ・第 3足拍で、前半最大の山場を作っている./00'ー/と長音化の前で下がるところを，

/ko/の前に呼気段落があること，及び/DO/自体の「核音」パルス列(=母音)の持続のため， /00ー'/と

アクセント成分を強める結果となっている.
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b). フレーズ4から耳: フレーズ 4，5， 7は，下中間音 (Fz)ではじまり，それぞれ/TO'一(主核

音). shi (下中間音)te (下核音)/， /NA'I (主核音). mo (下中間音)no (下核音)/， /0 (下中間音)

SA' (主核音).me (下中間音)ni (下核音)/へと続く.フレーズ 6のみ，上中間音ではじまり， /NANA' (上

核音). tsu (上中間音)no (主核音)/へと続く./TO'ー/，/NA'I/も「核音」パルス列を持続させ，

セント成分を増強している./NANA'/はその後に/tsu/が続くため，呼気段落が必要で，この歌全体で最大

アク

c). フレーズ8から 10: フレーズ 8， 9は，ともにアウフタクトではじまり，前者は主核音のまま後

拍の表につなげ， IYOI.YO' (主核音下中間音 (Gz))/.後者は下付加音 (B1 (レ))から漸次高く

なり， /na (下中間音 (Gz))GA (主核音).ra' (上中間音)MO (主核音)/と/GA/から/ra/へとさらに

高くし，アクセント成分を引き延ばしている.前者は，

/cvv/の反復であり，後者は， /evcv/の連続である.

音節量の構造を効果的に利用している.

のアクセント構成となっている.

フレーズ 1~3a) 

c -4.旋律生成における「付属語」の役割:連続感，段

落感，終止感の生成

第3足拍に「核音」を置き，二つめの連文節(後動機)

で終止へと向かう.最後の足拍は同じく「核音」で終わ

る.主核音か下核音かである.そのとき基本的に次のパ

ターンをとる.即ち，後動機・前小節・前拍=第 5足拍

の「拍の裏」に核音を配置し，その後中間音，付加音を

経て核音で終わるやり方である.同じ「核音」の主核音

と主核音，下核音と下核音，及び主核音から異なる下核

音への 3つの方式である.連続感(前動機)から終止感・

段落感(後動機)にもっていくにあたっての共通した方

式で，助調や助動調の「付属語」の配置が，この脈絡を

実現しているように思われる.

Table 5 第3足拍における「核音」配置と

「重音節量」構造のアクセント成分

8∞10∞回

( 0.2 ~ 12.0田 c)

A3 c4 日2 03 F3 E2 G2 C2 dB 

80 

ω 

40 

(12.0 ~幻.0 眠)

A3ω 

ω。4∞ 200 

フレーズ4~7

B2 03 F3 E2 G2 C2 

20 

100 

20 

100 

b) 

dB 

80 

ω 

40 

8ω1似)()位6∞ 4∞ 2∞ 

(第4足拍)(第3足拍)フレーズ
フレーズ8~10 c) 

RYA'N (主核音). s e 
D 0 '一 (上核音). ko no 

S A' (上核音). ma no 

T 0 'ー (主核音).shite

N A '1 (主核音) • m 0 n 0 

NA NA' (よ核音). tsun。
S A' (主核音) • m e n i 

o '1 (主核音) • Y 0 
G A (主核音). RA' mo 

o 
y 

1
2
3
4
5
6
7
8
9
 

(27.0 ~ 36.5民lC)

A3 c4 B2 03 F3 E2 G2 C2 dB 

80 

60 

40 

na 

注) 大文字部:核音、小文字部:中間音。第3足

拍:前動機後小節・前拍、第4足拍:間後拍。

R7 
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前動機の最後=第4足拍の裏は，後動機への繋ぎの意味もあって格助調がくることが多い.後動機の最後

も動作の終止で助動詞となることが多い.しかも，両者は連文節の最後で r核音」が配置されることになる.

この基本構造のなか第 5足拍の「裏」に核音を配置することは旋律生成にダイナミズムを与える.

Fig 6は，こうした関係を露呈させるため r足拍位相・スペクトル採譜図」の上段を棒グラフ式に音高

を表示させ，パワーはdB換算して濃淡描画させた.五線譜の尺度は，核音，下核音，主核音，上核音に相

当する基本周波数値のところで実線を引いた.以下，第 2，6， 7， 9・10の代表的なフレーズに即して述

べる.文中， /HA/など歌詞中ゴシック体は付属語.理解を容易にするため，核音部に下線を記した.連文

節の最後の歌唱・足拍部はいずれも付属語，格助詞と助動調.前動機の第 3足拍はフレーズ全体の山場.後

動機，第 5足拍の「裏」は終止・段落感のための第 2の山場で核音配置.

a).第2フレーズ， /KO -. KOHA/DOー(上核音).KONo (主核音)/HO (上中間音)So (主核音). 

MICHI (下中間音)/JYAー(主核音). rg/: /HA/=/係助詞・題目.NO/=格助調・連体格./]YA/ 

=助動詞・終止形，確認./NO/， /]Y A/ともに主核音で， /SO/も主核音.下中間音を経て終わる.

b).第6フレーズ， /KONO. KONO/NANA (上核音) ~ TSUNo (主核音)/0 (上中間音)1 (主核音). 

WAI (下中間音)/Niー(主核音). rg/: /NO/=格助詞・連体格./NI/は助動調ではなえ，格助詞(動

作の目的)./NOん /NIIともに主核音で， 11/も主核音.下中間音を経て「目的」感を強める.

c).第7フレーズ， /OFU. DAWO/OSA (主核音). MENI (下核音)/MA (下中間音) 1 (下核音). 

RIMA (下付加音)/5Uー(下核音). rg /: /WO/ =格助詞・対象， /NI/ =格助調・動作の目的，

/MASU/=助動調・終止形，丁寧./NII， /SU/ともに下核音で， /νも下核音.下付加音を経て終わる.

d). 第9・10フレーズ，/rgKO. WAIINAGA (主核音). RA (上中間音)Mo (主核音)/TOー(上中

間音).一(上核音)/RYA (上付加音) N (上核音).5E (上中間音). rg/TO- (主核音). RYA (主

核音) N (下中間音)/5Eー(主核音). rg/: /NAGARA/=接続助詞・次の事柄との矛盾./MO/=係

助調・強調./SE/=助動調・「す」尊敬・命令形./MO/は主核音./SE/は第 9フレーズ・上中間音，第10

フレーズ・主核音.これに対応して， /TO-/の長音部は，上中間音(第 9フレーズ)と主核音(第10フレ}

ズ).比較のため波線をヲ|いた.

d. r足拍重音節量」の原理と相互引き込み:左右足拍サイクル内パターン

Fig 7は，歌唱全体を左右の足踏みサイクルに重ね合わせ，音節量調節のパタ}ンごと立ち上がり点，下

がり点の平均と分散を求めたものである.各音節量・パターンの高さは，ストレス成分を反映させ，呼気流

率平均で描出させた.Fig 3は，後拍節の呼気音節量の出だしを基準に，各フレーズ・小節ごと作図したが，

本図は接床開始時(この場合は左足)を基準にした.図中，下段の斜線部囲みが，歌唱中の足踏み動作，左

右足臓の平均接床パターン.左腫部着床から右つま先離床，右腫部着床，左つま先部離床，左腫部着床に相

当する. 1サイクルが， 945. 7msec (SD， 49. 34msec)で，毎分126.9(SD， 7.01)歩.少し速めで，音節

量ごとの歌唱・呼気運動が足拍位相に引き込み合い，見事に安定した状態を作っている.

心拍変動との同期: 上段に足拍サイクル内での心電R波・拍動時の平均と標準偏差を図示した.足拍サ

イクルが945msecに対して， R -R間隔の平均が515msec(SD， 35. 7msec)，心拍動・毎分=116.5 (SD， 

8.6) .足拍サイクル内で心拍動・ 1回の場合が6度 2回の場合が30度. 6サイクルに 1回は 3拍動で 2

拍動を基本とする.平均値でみると，拍動のタイミングが足拍位相と見事に対応.一つは左から右への足拍

の切り換え，もう一つは，左右それぞれの片脚支持期への移行のところで同期している.これは通常の歩行

の場合にもみられる現象で，母駈球部着床に引き寄せられていることを意味する.ただ，通常歩行では 4

歩の歩行(毎分=120)で3拍動(毎分=90) を基本とするので，歌唱という呼気運動の負荷が心拍動を多
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fn:珂uency

夫力井藤

配G(R-R)
くし，これが母駈球部着床時との

同期をいっそう強くしているよう

に思われる.
( 6) 

「重音節量」によるゆらぎの保

障: 図中，上からタイプ1A ; 

前・後拍にわたる長音化(歌い出

し 1回).タイプ 1B ;前拍・

長音一後拍・休符(段落小節，

回).タイプ2 前拍・長音一後

拍・長音，及び促音で軽音節(各

1回).タイプ3A 前拍・長音

一後拍・重音節 (6回).タイプ

3B その逆，前拍・重音節一後

拍・長音(1回).タイプ 3C

前拍・重音節一後拍・軽音節・休

符 (2回).タイプ 3D 前拍・

アウフタクトで軽音節一後拍・軽

音節の連続(2回).タイプ4

前・後拍とも 2音構成. a)前後・軽音節の連続 (5回).内 2回は同じ詞 (HOSO.MICHI).他の 3回

には「のJ，rはJ，rも」といった助詞を含む. b)前後・重音節の連続 (2回). c)いずれかが重音節 (6

回). e)同/VCV/(3回).重音節量には下線を引いた.

呼気調節で相対的に余裕のない前後・軽音節の連続 (CVCV)は， 38サイクル中 5回だけ (13%).援音，

促音，連母音が基準になり，前後を長音化したりして，韻律から連文節の旋律を生成していると言える.少

なくとも，前後拍のいずれかに重音節量を置き，これが足拍リズムとの揺らぎを保障しているのである.重

音節量化は，呼気音節量の調節そのもので，韻律生成に効果するのみならず，呼気量調節の揺らぎにより，

身体レベルの基本動作・足拍位相と矛盾することなく，心拍変動とも連動しながら相互に引き込み合うこと

を可能にしている.それゆえまた，足拍位相は音節量調節の「内的尺度」として機能し得るのである.

(却)

( 1) 

( 8) 

( 2) 

( 6) 

( 1) 

( 2) 

( 2) 

(16) 

100%(叫5.711蹴)

(36) 
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Fig 7 足拍サイクル内・リズムパターン
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以上，わらべうた歌唱における「重音節量」の存在と利用について r通りゃんせ」を例に考察した.い

くつかの基本問題が整理された.要約すると次のようになる.

1 ). r音節量」の存在形態 r2音基調」の形式ではなく，拍節を構成する「音節量」の存在形態自体

を検討した./CVCV/の軽音節の連続ではなく， /CVC/， /CVV /の「重音節量」の存在に，拍節リズム生

成の秘密が内在していることを示唆した.

2). r重音節量」の内部構造 /CV.C/や/CV.V/の内部構造がことばの韻律を生成し，これによる

呼気調節の自由が，母音の長音化やアクセント成分の増強を容易化させる.これが，前・後拍節の関係に変

化を生み，拍節リズムを生成する.

3) .連文節・拍節リズム:

連文節としてのまとまりを強め，

まとめV. 

とくに重音節量におけるアクセント成分の増強は，動機に山場を形成し，

これが拍節リズムとしての旋律生成に効果するものと考えられる.
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わらべうたに潜むもの(3)

4). r足拍位相」は小節線:、重音節量を媒介として歌唱のリズムと動作の基本である「足拍位相」は

揺らぎながら，相互に引き込み合っている r足拍位相・スベクトル採譜図」はこの関係を露呈させた.

5). r核音」パルス列の持続: 重音節量の内部構造に母音の長音化や中間音などへの移行の必然性が内

在しており，母音の長音化は「核音」パルス列の持続として音高の安定に効果する.それゆえ，重音節量の

呼気調節の安定は音高の安定と表裏の関係にあることが推察される.

6). rf寸属語」の利用 rのj，rは」等の助調があって rじゃj，rせ」等の助動調がある.これら付

属語は， 2つの連文節(動機)を一つのフレーズにまとめる役割を果たしている.本事例では，これらに「核

音」が配置されており，終止感，段落感への旋律生成を容易にさせているものと判断される.

7). r足拍重音節量j 重音節化は，韻律生成のみならず，基本動作としての足拍リズムと矛盾するこ

となく歌えることを保障している.日常の諸活動で展開されている内容で r足拍重音節量」はことぼと動

作の発達を理解する有効なキーワードのーっとなるであろう.
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研究雑話(127)
障害児教育・動僻持主上実質品)

藤井力夫

姿害事反射の発達とリズム運動の習熟(25)

1回旋2跳躍の持続、「自分のリズム」の内部構造。

前回は、なわとび動作における手 が利用されます。呼気は縄下ろしや と1回旋 2跳騒(下)。障害児学級

足の共同運動、即ち、前腕長軸での 弾力発揮に効果し、媒介です。リズ 中学1年、男子。なわとびは5、6

網下ろし運動と長軸先端 ・母指球部 ム譜では Iタンタj の2ビー トで、 回で、膝屈曲による跳躍。着床不安

からの伸展性弾力の共同についてお 呼気と息止め(気息)が対応します。 定で、呼気、気息着床が課題。練習

諾し主 した.習熟したそれには呼気 習熟事例(前号図A)は、 1回旋 1 後、連続出因。 1回旋2跳躍の反床

目跳鼠でしたが、 力波形明断、強弱・30回(毎分 122)。

2回獲 1呼殺で、 心拍動も強拍に同期(同 121)。

呼気と気巴の「タ Zピ ト跳躍の評価カテゴリ一、

ンタJリズムは 4段階図 6-1。パターンA 伸展

維持されていま 性弾力を利用. B 膝が曲がってし

した。はじめて まう。 c 試みるが手や躯幹のレベ

の事例(同日) ノレ。0:連続跳躍自体が課題の段階。

は、呼気を利用 発達連閥、パヲーンAでの不連続.

できず、タイミ なわとび回数 ・60回以上、交互開閉

ングがずれ、 3 動作安定 ・毎分 110:2ビート跳躍 ・

跳躍 1回旋にな 伸展性弾力の持続(パクーンA)は、

ってしまいまし 飛躍的な変化をもたらします。

た。呼気着床、 なわとび回数 60凶以上 (P(O.05) 

気息着床の習熟 (図 Bー幻 。交互開閉動作もはじめ

が課題です 2 て安定。優先テンポ(好きな速さ)

ビートの習熟に ・毎分 110回世票準偏差1ι7) (図B

どのような効果 -3)。たいへん速く ・同200回以上。

が内在している 『自分のりズムJの内部構造、 2

のでしょう方、 ピ ト同期が及ぼす効果図 6-4、

今回は、「自分の 段階ごと fリズム同期の容量 ・平行

リズム」の内部 四辺形」 縫話 I∞参照)。パターン

構造ということ Aのそれは他と明白に不連続。跳躍

でお話したいと における強弱同期は、眺毘動作の安

A. 1回旋 2跳躍. 2ビート跳躍の効果.

laJ龍1揖畢 。鴎軍=震源./分."".心抱=包:v分》

予ンポ.:: :';';.:， ." 'C'.， ..， 'f:tt.:.:、..-，! 
F 心 M 九よ.-1."-'，--.--，ム白山一

心電 白...-: .l.1 :...ρ ・ ~; --.i '，:r : . ~ 1"1 恥 LHJ:.o.::'::i.e ー

リ i'" l 司ご一一一一 ; ‘1.11.1 H.II. I I:IIII，，':~ぺ =ーニ

反園"旬 a吋 一一 l いAιー叫 mmm.lnnHHIH!lr町三ι.~' ::: :
日ーi νー- ~ . - ". ' 日~~~ 吉見守 ヨー一一一ョ ー 乙ξii~雪。 S 10 15 ・・e

1圃匝2昆置 ...-首包ノ分‘施圏、

テJポ音

心電

li!長カ

"， 2どート総・・a蘭・a・・t..(.wJt*_SM且判""・ oldH密造格制》

6-1 . 2ビート ・跳躍動作、評価カテゴリー

パターンA 弱泊却を手がかりにビート同期.停贋性弾力を刊用.
B 強伯郡を~誼し過ぎ腫E曲で反応.ビート院量可.
C2貧示を且て試みるが手や匝僅幹でのピート模倣.
D ビート院医以前で.樟動的屯連鹿践畢が課題の段階.

6-2.発達連関:沿わとび回数(平均、 S0) 
回叩 叩 m 田&. 川町同

撞 ~l一一 1.帽 7.6 73.2 
~.. e +--. 1" 27.5 坦 2
~.，. 1 ，.....hと日咽融 I 8 咽2.3 帽ー。

-1  130.00.0 

6-3 発達連関:交互開閉動作(優先テンポ)

A
B
C
D
 

且
圃
パ
タ

1ν

一..。 司Pンポ
一ー一一一寸 " 勾E拠聖書 .d 

3 "1"1 0_~・ 4・ 6 .7

.. 78.7 34.3 
・一ー-E 茸聞聞圃帽 I7 7~.2 却 2
~ ・庭先手レポ I2 .唱。 咽2.7

o. 一・帥

一
6-4 動作リズムの優先テンポと速さ 調節.

剖 100 '剖 2曲 テンポ

A=/  ¥同 霊〈 普 通 遺 〈

102 唱..噌.2
践 .. 111 担 9
~B 盤聾 /〆 / 

官事4 咽唱8 145 唱11
パ 歩行 95 118 唱50
タ 院竃 .... 131 151 唱.9
IC 歩行 //  / 102 118 155 
‘ J 

0=3 151 帽 7 1回
D 臨歩庖行 ----~ 唱曲 119 153 

.判.唱RES手E.健 H'時 ，a骨 z圃自.，

思います。

呼気着床・気

息着床、2ビー

定(優先テンポ ・毎分 143)のみな

らず、速さ調節(たいへん速く ・同

192) をも可能にさせます。 r伸展

卜跳躍の効果 惟Jにおけるこの習熟は、「交叉性」

図Aは、 1日30 のリズム、歩行運動にも効果します。

分、4日問、2 優先テンポ ・毎分 117、たいへん速

ビート跳躍練習 く・同2090 r伸展性jと『交叉性j、

後のなわとび ・ 両者のリズム駆動は、あらゆる動作

ポリグラフ。 1 の2基礎で、動作発現に飛躍をもたら

回旋 1跳躍 (上) します。(北海道教育大学教授)
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『自分の足拍J。

姿勢反射の発達とリズム運動の習熟(26)

337拍子から付点音符の世界へ、

研究雑話(128)
障害児教育動作字誌上実直岨)

藤 井 力 夫

も、 2拍子の要素を入れる(1回旋

2跳躍)と、毎分 120前後の速さに

収束されました。これは誰にでも観

察される傾向です。速さの定まって

いない跳躍が、拍了を入れると、歩

行テンポに引き寄せられ、 r4分音

符』で反応してしまうのです。

8分音符は伸筋、リズム打ちの秘

密図Aは、 2ビート跳厩持続可

能な生徒(障害児学級中学部)にみ

るリズム打ち動作の筋電図。a) rす
ずめすずめJ0 b) rはなこさん」。

前者は 337拍子で、 B分音符の利

用。後者は後動機 付点4分普符の

調節.屈筋は動作 100ミリ秒前あた

りから放電していますが、タップ時

は伸筋です.かっそれは4分音符よ

り8分音符時に顕著です。8分音符

を手がかりに、 2'J、節のまとまりで

予期している傾向が観察されます。

337拍子から付点音符の世界 ・

図cは手のリズム打ち ・調査パター

ン.同Bは評価カテゴリー.間Dは

2ビー ト跳躍との発達連関(括弧内

なわとび回数) 0 2ビート眺厩の安

定(段階A)は、付点音符を含むリ

ズムパターンを同期(⑤)。膝屈曲

で反応するタイプ (6)は、 8分音

符を手がかりに 337拍子を同期

(~辺海) 。 身体全体で反応するタ

イプ (c)は、 8分音符を手がかり

にし難い。連続眺庖自体が課題の場

合 (D)は、強弱同期なら可(①)。

「足拍Jの安定が8分音符を手がか

りに2小節のリズムを同期させ、 3

37拍チの習熟が付点音符の世界へ

と転化させる、こうした関係が仮定

できます。(北海道教育大学教授)

歩行運動に代表される左右の相反性

リズムと跳躍動作に代表される保護

伸展性のリズムからなることは何度

かお話しました(雑話 25.64.68.73.

75. 99-10J) 0 r自分のリズム」とは

それらの好きな速さを軸とした速さ

調節の容最で、 rJjt拍」はそれらを

刻む一歩一歩の支持時間、音楽での

音価 ・ 「四分音符Iに相当します。

2ピートは4分の2拍子 2ビー

トは「タンタ」の2拍子です。跳躍

でのその増強は、歩行でのそれをい

っそう強めます。 前号図Aの資料で

前回は、1回旋2跳躍を持続でき

ることの意義についてお話しまし

た。 rタンクJの2ビート跳鼠の持

続は、なわとび動作 ・連続 60回以上

のみならず、手の交互開閉動作でも

毎分 110回程度のスムーズなそれを

導くのでした。また、この 2ビート

跳践の安定が、 「自分のリズム」止

呼べる内容のものと深く関係してい

るのでした。なぜそう言えるのか。

今回は、 「自分の足拍Jという観点

からお話したいと恩います。

『自分の足拍』 動作の基本は、

A.リズA"t.動作申ポリデラフ(パターンA : I.Y.m.13.0B yrS old.) 
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研究雑話(129)
障害児殺宵 ・動f博 誌上実蛮:47)

藤井 力夫

姿勢反射の発達とリズム運動の習熟(27)

まりっき動作の秘密、表・付点八分で『裏」を聞く。

前回は、 1回旋2跳躍 ・なわとび呼気流量、心電のポログラフ。ゴム たる/ひご/の/ひ/で、主核音・

のような足腰での4分の2拍子の習 まり 直径約 17c mo被験者:平均 fラJをさらに強調する関係です.

熟が、/はーあ/い。/にみるよう 的な中学1年 ・男子ω 音声分析ス 戻り時の『裏』は、 いずれも中間音 ・

な「付点音符Jの世界への移行と関 ベクトノレ包絡で音高・パワーを表示。

係していることをお話しました。孜 シグナノレプロセッサ仰EC三栄、

r;l Jで構成されています.

付点八分で 「裏』を聞く 連続し

のような理由が考えられます。 一つ DP-1100)使用 ・ソフト開発。手の動 てまりをつくためには、 2打拍の反

は‘跳蹴動作が歩行の速さに収東さ き 上下変位をポテンションメータ 復=4突き、即ち、 2小節分の安定

れるので、 音価 ・四分音符が強めら (共和電業、 DTP-2岨S)で記録. が震要です.4突きの内容で持続が

れるということ.他は、 4分の2拍

子の反復それ自体が、りズム同期の

基本単位となるということ.即ち、

2-1、節=r 4足拍』でのまとまりで

す.これらは、歩行運動に起因する

ものですが、伸展性動作に導入する

ことにより 、足腰で記憶されるとい

『拍節』の 『表』と『裏」 音声 決主る左いうことです.まりっき時

信号に対応して4分の2拍子 ・小節 の『表」の音価が I付点八分」で、

線を描出.例/あんた・がた/ど 戻り時の『裏Iが r16分音符J.こ

こ・さ。/。各拍節とも、下線部が の関係が、戻り を予想したまり っき

『表J、他が「裏J.まりっき時が を保障しています。 r前向き制御』

『表Jで、戻り時が「裏』の関係. が実現されています r表 ・《付点

「核音J+ r付点J 拍節の 「表」 八分》で 《裏》を聞くJとしました。

うことでしょう。今回は、こうした に特徴がみごとに集約。この歌の音 ゆっ 〈りした『足拍」 ー本事例は

子どもたちの手におけるまりっき動 階は「ミJと「ラJの4度で、その 毎分 92回の速さ。だらだらでなく、

作、 「付点八分」 ・調節の意義につ 上に fシ』を付加した典型的な日本 これを持続することは結構、困灘.

いてお話したいと恩います.

スベヲトル採指図の開発 図は、

「あんたがたどこさJを歌いながら

まりをついたときの手の位相、音声、

の民揺音階。まりっき時の音の高さ 歩行でもその安定は、 1回旋2眺雌

は、この音階の「核音」、 主厳音 ・ なわとびの持続と対応しています.

fラJi:下被昔 ・「ミJ.付加音 ・ 「裏」の予期にはこうした足腰が問

Iシj でつく箇所は、歌の山場にあ われます. (北海道教育大学教授)

あんたがたどこさ<T.K，m， 13 yrs old.) 制つ制作崎町手の位帽〈スベクトJ唱盟国、薗弁 l蜘 〉

担
329 Hz 

164 

:r;:流
mllsec 

-100 

まりっき 司

手の位相』

。 1 2 3 4 

-75 

msec 

心拍間隔
(M. 502) 

;=92 、 、 、、 ¥ 

5 e 7 8 sec 
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姿勢闘すの発達とリズム運動の習熟(28)

年長児にみる「ひごどこさJの歌唱とまりっき回数。

前回は、 「あんたがたどこさJを 関僻噌③2小節 ・4打拍のまとまり。 ζ/さ0，--/にみる付点B分の

歌いながらまりっきした時の呼吸や これらにより戻りを予想したまりつ 調節 課題あんたがたどこさ」

発声、手の位相に関するポリグラブ きが可能となるのでした。前号の被 の歓唱、動作ない山場の4小節目、

記録から、歌唱による行為調節の効 験者は中学 1年生でした。まりつき /ひご・どζ/に焦点をあて音声解

果についてお話しました。歌詞 ・拍 遊びの開始期ではどうでしょう力、 祈 (NTTadv'tec音声工房 Pro)0 3 

節の「表Jと「裏Jの関係に、まり 今回は、保育所年長、年中児におけ 小節 ・後拍/ひご・さ0/の後、止

っき動作の秘密が隠されていまし るその関係に焦点をあてましょう. 主らず、かつ5小節目後拍/<ま/

た。①音価では付点8分と 16分音符。 保育所年長・年中児にみるまりっ と連続することが求められる箇所。

②音高では「核音」と「中間音」の き回数 。T保育所 ・年長児 (5歳6 同年齢 (6歳1ヶ月〕だが、まり

ヶ月~日歳 5 っき 112困 (a)と15困 (C)にみる

ヶ月). 23名の 付点8分・調音の差各図、 /どこ

平均まりっき /の前で垂線。/ひ/と/ご/の表

回数は、 38回 裏関係、及び/ひご/と/どこ/と

(男 39、女 の前後拍の関係、を表出させた。各音

37)。年中児 価を右記 (単位 msec)。まり っき 11

(4歳 6ヶ月 2凶のチども(図 a)は/336:84・

-5蔵5ヶ月) 316 : 106/で、表の音価は裏の4な

・23名の平均 い1...3倍。 15囲の子ども(図C)は

/ひご・どこ/さ0・ー/の歌唱
年長児 にみる付点 B分の調音とまりっき回数

。障弁、高橋 2∞3) 

a) 
J = 127 

|揃 841316惜 1132畑H
m棋

まりっき 112園

事実+まりつ~ : 55回

「 スキップ動作段階5

(CN， 36， SY， " 6，01 yrs old，) Iまりっき回数 /372 : 314・309:244/と1.2倍程

b) は、 11固 (男 度。音高も、前者は、 290Hzから 230

・4、女 14)0 Hzで、ほぽ4度の民需音階ですが、

HI GO 100 KO SA 災

J = 90 

|拙 20'1川畑|惜(刷|
附 開 スキップ動

作の発達段階

昏睡苦110観鳴

とまりっき回

数 段階5(足

関節底E拝IJ用、

後者は、 190Hzから 160Hzのほぼ3度

で、かっ拍節の「裏J、 /ご/キ/

こ/で上がる傾向を読み取れます.

60回 (5歳 1ヶ月)と 5回 (5盆

6ヶ月)の子どもの比較図bの千

どもは年中組ですが、 60回もまりつ

jilu 
まりつき 60困
敏+まりっき 46固

ザ J.切

スキップ副作 段織5

(CN句4，FK， t， 5.01 yrs old.) 眠

c) K J = 97 

1372: 3141抑制|却{捌1I平均 6歳 。ヶ きができます。音価、音高とも 1歳
m間目

まりっき ， 5固 |月)、まりっき 上の図aの子と'もに近いことが了解

敬+まりっき ， 3回 145図。段階4 できます。テンポは毎分 90で、ゆっ

スキップ動作段階4 I (前腕回外持 くりですが、しっかり切って歌って

(CN柑 .SM， f. 6.01抑。1..)1ち上げ、同 5 います。図dの子ども (5歳6ヶ月)

歳5ヶ月)、 13 のまりっきは、まりの跳ね自体が減

回.段階3(両 衰してしまいます。音価分、しっか

|描州問団|削剥|肩持ち上げ、 り手でつくことが課題ですが、腕

Hz 
300， 
却 01 '"-，--... 

叩。J ~斗」ー]斗
闘

d) 
J = 109 

同4歳 10ケ では、音高波形が連続しており、表

月)、 3凪 裏関幌、が利用されていない傾向を読

/ひご・ど み取れますo (北海道教育大学教授)

まりつき 5圃

11:+まりっき 7固

スキップ動作段階4

(CN.26，賦何回抑制}臨
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